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第
四
十
二
条
の
六
第
一
項
中
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
器
具
及
び
備
品
」
を
「
工
具
、
器
具
及
び
備
品
」
に
改
め
、「
能
率
化
」
の
下
に
「
、
製
品
の
品
質

管
理
の
向
上
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
、
第
四
十
二
条
の
十
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
削
り
、
同
条

第
五
項
中
「
、
第
四
十
二
条
の
十
第
五
項
」
を
削
る
。

第
四
十
二
条
の
九
第
一
項
中
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
」に
改
め
、

「
供
し
た
と
き
」
の
下
に「（
同
表
の
第
三
号
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
地
区
内
に
お
い
て
同
号
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
業

の
用
に
供
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
三
十
五
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業
者
が

当
該
事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
に
限
る
。）」
を
加
え
、「
、
次
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
削
り
、
同
項
の

表
の
第
一
号
中
「
第
八
条
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
、「
同
意
観
光
振
興
計
画
」
を「
提
出
観
光
地
形
成
促
進
計
画
」

に
、「
第
六
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
六
条
第
二
項
第
二
号
」
に
、「
観
光
振
興
地
域
」
を「
観
光
地
形
成
促
進
地
域
」

に
、「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
の
第
二
号
中
「
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る

同
意
情
報
通
信
産
業
振
興
計
画
に
お
い
て
同
法
第
二
十
八
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
」
を
「
第
二
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
」
に
、「
定
め
ら
れ
て
い
る
」
を
「
指
定
さ
れ
た
」
に
改
め
、
同
表
の
第
三
号
中
「
第
三
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
高
度
化
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
」
を
「
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
提
出
産

業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
計
画
に
お
い
て
同
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
産
業
高
度
化
・
事
業
革

新
促
進
地
域
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
」
に
改
め
、
同
表
の
第
四
号
中
「
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
由

貿
易
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
区
及
び
同
法
」
を
削
り
、「
特
別
自
由
貿
易
地
域
」
を
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積

地
域
」
に
改
め
、
同
表
の
第
五
号
中
「
第
三
条
第
十
二
号
」
を
「
第
三
条
第
十
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「
、
次
条
第
五
項
」
を
削
る
。

第
四
十
二
条
の
十
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
の
十

削
除

第
四
十
二
条
の
十
一
第
二
項
中
「
、
前
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
、
前
条

第
五
項
」
を
削
る
。

第
四
十
二
条
の
十
二
第
一
項
中
「
、
第
四
十
二
条
の
十
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号

中
「
要
件
」
の
下
に「（
当
該
適
用
年
度
開
始
の
日
の
前
日
に
お
け
る
雇
用
者
の
数
が
零
で
あ
る
場
合
に
は
、
イ
及
び

ハ
に
掲
げ
る
要
件
）」を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
を
含
む
事
業
年
度
（
当
該
適
用
年
度
開
始
の
日
の
前
日
を

含
む
事
業
年
度
が
連
結
事
業
年
度
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
連
結
事
業
年
度
。
次
号
に
お
い
て
「
前
事
業
年
度

等
」
と
い
う
。）終
了
の
日
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
前
事
業
年
度
等
の
終
了
の
日
」
を
「
当
該
適
用
年
度
開
始

の
日
の
前
日
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
の
十
三
第
一
項
中
「
、
第
四
十
二
条
の
十
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
削
り
、
同
項
第
七
号

を
削
り
、
同
項
第
八
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
九
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
、
第
四
十
二

条
の
十
第
三
項
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
、
第
四
十
二
条
の
十
第
四
項
」
を
削
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
中「（
第
四
十
二
条
の
四
第
六
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
等
以
外
の
法
人
が
取
得
し
、
又
は

製
作
し
、
若
し
く
は
建
設
し
た
同
表
の
第
一
号
の
中
欄
に
掲
げ
る
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
価
額
に

政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
）」を
削
り
、
同
項
の
表
の
第
一
号
中
「
公
害
」
を
「
第
四
十
二
条
の

四
第
六
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
又
は
農
業
協
同
組
合
等
で
、
公
害
」
に
、「
法
人
」
を
「
も
の
」
に
、「
新
設
又
は

増
設
に
係
る
も
の
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
及
び
既
存
の
当
該
機
械
そ
の
他
の
減
価
償
却
資
産
に
代
え
て
設
置
を

す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
並
び
に
」
を
「
既
に
事
業
の
用
に
供
さ
れ
て
い
た
当
該
機
械
そ
の
他
の
減
価

償
却
資
産
に
代
え
て
当
該
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
も
の
及
び
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
三
第
一
項
中
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め

る
。第

四
十
五
条
第
一
項
中
「
場
合
を
除
く
」
を
「
場
合
を
除
き
、
同
表
の
第
二
号
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
地
区
内
に
お

い
て
同
号
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
三
十
五
条
の
三

第
五
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業
者
が
当
該
事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
に
限
る
」
に
、「
十
億
円
を
」
を
「
同
表
の
第
一

号
又
は
第
四
号
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
減
価
償
却
資
産
に
あ
つ
て
は
十
億
円
を
、
同
表
の
第
二
号
又
は
第
三
号
の
第
三

欄
に
掲
げ
る
減
価
償
却
資
産
に
あ
つ
て
は
二
十
億
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
、「
十
億
円
に
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
十
億
円
又

は
二
十
億
円
に
」
に
改
め
、
同
項
の
表
の
第
二
号
中
「
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
高
度
化
地
域
と
し

て
指
定
さ
れ
た
」
を
「
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
提
出
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
計
画
に
お
い
て

同
法
第
三
十
五
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
産
業
高
度
化
・
事
業
革
新
促
進
地
域
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
」
に

改
め
、
同
表
の
第
三
号
中
「
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
由
貿
易
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
区
及
び
同

法
」
を
削
り
、「
特
別
自
由
貿
易
地
域
」
を
「
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
を
削
り
、
第
四
十
六
条
の
二
を
第
四
十
六
条
と
す
る
。

第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
中
「
第
五
条
第
十
五
項
」
を
「
第
五
条
第
十
四
項
」
に
、「
同
条
第
十
六
項
」
を
「
同
条

第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
六
条
の
二
と
す
る
。

第
四
十
六
条
の
四
を
第
四
十
六
条
の
三
と
す
る
。

第
四
十
七
条
の
二
第
三
項
第
二
号
中
「
認
定
計
画
」
の
下
に「（
同
法
第
十
九
条
の
二
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
公
表

さ
れ
た
同
法
第
十
九
条
の
十
第
二
項
に
規
定
す
る
整
備
計
画
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
中
「
、
第
四
十
二
条
の
十
第
一
項
」
を
削
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
四
十
二
条
の
六
、
第
四
十
二
条
の
十
」
を
「
第
四
十
二
条
の
六
」に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
及
び
第
五
十
五
条
の
六
第
一
項
中
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十

一
日
」
を
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
の
七
の
見
出
し
を「（
中
部
国
際
空
港
整
備
準
備
金
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
を
削

り
、
同
条
第
五
項
第
二
号
中
「
第
七
項
に
」
を
「
第
三
項
に
」
に
、「
第
六
十
八
条
の
五
十
七
第
五
項
」
を
「
第
六
十

八
条
の
五
十
七
の
二
第
一
項
」
に
、「
こ
の
項
」
を
「
こ
の
号
」
に
、「
に
第
八
項
」
を
「
に
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
八

項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、「
に
第
七
項
」
を
「
に
第
三
項
」
に
、「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
五
項
の
中
部
国
際
空
港
整
備

準
備
金
（
」
を
「
第
一
項
の
中
部
国
際
空
港
整
備
準
備
金
（
」
に
、「
第
六
十
八
条
の
五
十
七
第
五
項
」
を
「
第
六
十

八
条
の
五
十
七
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
会
社
又
は
」
及
び
「
関
西

国
際
空
港
整
備
準
備
金
（
連
結
事
業
年
度
に
お
い
て
積
み
立
て
た
第
六
十
八
条
の
五
十
七
第
一
項
の
関
西
国
際
空
港

整
備
準
備
金
を
含
む
。）又
は
第
五
項
の
」
を
削
り
、「
同
条
第
五
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
五
十
七
の
二
第
一
項
」に
、

「
に
よ
り
関
西
国
際
空
港
又
は
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
関
西
国
際
空
港
又
は
」

及
び
「
関
西
国
際
空
港
整
備
準
備
金
の
金
額
又
は
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
関
西
国
際
空
港
整
備
準
備
金
の
金

額
又
は
」
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
第
四
項
、」を
削
り
、「
第
十
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、「
関
西
国
際
空
港
整

備
準
備
金
の
金
額
又
は
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
会
社
又
は
」
及
び
「
関
西
国
際

空
港
整
備
準
備
金
（
連
結
事
業
年
度
に
お
い
て
積
み
立
て
た
第
六
十
八
条
の
五
十
七
第
一
項
の
関
西
国
際
空
港
整
備

準
備
金
を
含
む
。）又
は
第
五
項
の
」
を
削
り
、「
同
条
第
五
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
五
十
七
の
二
第
一
項
」
に
、「
起

因
」
を
「
基
因
」
に
改
め
、「
関
西
国
際
空
港
整
備
準
備
金
の
金
額
又
は
」
及
び
「
、
第
四
項
」
を
削
り
、「
第
十
二
項

及
び
第
十
三
項
」
を
「
第
八
項
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
関
西
国
際

空
港
整
備
準
備
金
（
連
結
事
業
年
度
に
お
い
て
積
み
立
て
た
第
六
十
八
条
の
五
十
七
第
一
項
の
関
西
国
際
空
港
整
備

準
備
金
を
含
む
。）又
は
第
五
項
の
」
を
削
り
、「
同
条
第
五
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
五
十
七
の
二
第
一
項
」に
改
め
、

「
関
西
国
際
空
港
整
備
準
備
金
の
金
額
又
は
」
を
削
り
、「
第
十
二
項
及
び
第
十
三
項
」
を
「
第
八
項
及
び
第
九
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
又
は
第
五
項
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、

同
条
第
十
二
項
中
「
関
西
国
際
空
港
整
備
準
備
金
（
連
結
事
業
年
度
に
お
い
て
積
み
立
て
た
第
六
十
八
条
の
五
十
七

第
一
項
の
関
西
国
際
空
港
整
備
準
備
金
を
含
む
。）又
は
第
五
項
の
」
を
削
り
、「
第
六
十
八
条
の
五
十
七
第
五
項
」
を

「
第
六
十
八
条
の
五
十
七
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、「
会
社
又
は
」
及
び
「
関
西
国
際
空
港
又
は
」
を
削
り
、「
第
六
十

八
条
の
五
十
七
第
十
項
前
段
」
を
「
第
六
十
八
条
の
五
十
七
の
二
第
六
項
前
段
」
に
、「
第
六
十
八
条
の
五
十
七
第
十

項
に
」
を
「
第
六
十
八
条
の
五
十
七
の
二
第
六
項
に
」
に
改
め
、「
関
西
国
際
空
港
若
し
く
は
」
を
削
り
、「
第
五
十
七

条
の
七
第
三
項
又
は
第
五
項
」
を
「
第
五
十
七
条
の
七
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項

と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
第
四
項
又
は
第
七
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
を

第
五
十
七
条
の
七
の
二
と
し
、
第
五
十
七
条
の
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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